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を
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昨
年
夏
の
大
渇
水
に
は
四
国
・
高
松
市
に
救
援
水
と
し
て
、
本
年
一
月
の
阪
神
大
震

災
に
は
、
被
災
地
神
戸
市
に
命
の
水
と
し
て
、
全
国
各
地
を
飛
び
回
っ
た
チ
ロ
ル
の
里

の
〟
奥
大
山
の
水
㌔

本
格
的
な
操
業
を
始
め
て
一
年
が
過
ぎ
、
昨
年
度
の
販
売
目
標
二
十
五
万
本
を
七
万

本
も
超
え
る
三
十
二
万
本
に
達
し
ま
し
た
。
出
足
好
調
と
言
え
る
奥
大
山
の
水
の
経
過

状
況
、
そ
し
て
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
リ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

地
元
民
間
企
業
に
委
託
し
て
〝
奥

大
山
の
水
″
の
製
造
販
売
を
始
め
た

の
が
、
平
成
四
年
の
こ
と
で
し
た
。

米
子
空
港
の
待
合
室
の
売
店
な

ど
で
販
売
を
始
め
た
こ
ろ
か
ら
、

全
国
各
地
で
空
前
の
水
ブ
ー
ム
が

巻
き
起
こ
り
、
官
民
を
と
わ
ず
激

し
い
水
作
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
他
の
地
域
で
は
あ

り
が
ち
を
水
の
成
分
を
明
ら
か
に

e

し
な
い
傾
向
が
あ
る
な
か
で
、
す

べ
て
オ
ー
プ
ン
に
し
、
安
全
で
お

い
し
い
水
を
提
供
す
る
よ
う
に
努

め
ま
し
た
。

－
厚
生
省
1

国
の
基
準す
べ
て
合
格

お
い
し
い
水
の
要
件
で
あ
る
厚

生
省
令
の
判
定
基
準
値
、
ま
た
厚

生
省
令
の
水
質
基
準
値
を
す
べ
て

ク
リ
ア
ー
し
、
特
に
硬
度
（
硬
度

と
は
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
の
う
ち
カ
ル

シ
ウ
ム
と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
量
か

ら
計
算
さ
れ
た
も
の
。
硬
度
の
数

値
が
低
い
ほ
ど
飲
用
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
料
理
に
最
適
と
さ
れ
て
い

る
）
の
数
値
は
1
1
と
お
い
し
い
水

の
要
件
50
以
下
を
は
る
か
に
下
回

る
も
の
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
豊
か
を
自
然
に

は
ぐ
く
ま
れ
た
奥
大
山
の
水
が
い

か
に
安
全
で
お
い
し
い
水
か
を
町

内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
平
成
五
年

十
一
月
か
ら
工
事
に
か
か
っ
た
水

工
場
は
昨
年
五
月
に
完
成
。
ヨ
ー

デ
ル
と
い
う
奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
名
称
に
決
定
し
、

⑳

本
格
的
な
操
業
を
開
始
し
た
わ
け

で
す
。み
ん
な
素
人

熱
意
で
販
路
拡
大

操
業
当
時
の
こ
ろ
を
述
懐
す
る

よ
う
に
担
当
の
竹
内
企
画
商
工
観

光
課
長
は
「
何
分
、
す
べ
て
は
じ

め
て
の
こ
と
、
従
業
員
も
水
の
製

造
は
ま
っ
た
く
の
素
人
。
何
度
も

ラ
イ
ン
　
（
製
造
工
程
作
業
）
が
止

ま
っ
た
り
、
思
っ
た
よ
う
に
で
き

な
い
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
」
　
と
。

一
方
、
製
造
し
た
水
を
ど
の
よ

う
に
販
売
し
て
い
く
か
と
い
う
販

路
の
課
題
も
悩
み
の
た
ね
で
し
た
。

こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
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1．5リットル換算

総販売数量321，646本

、
l
 
l

本

⑳

協
力
と
と
も
に
県
内
の
異
業
種
間

交
流
に
よ
り
、
あ
る
程
度
の
レ
ベ

ル
に
達
し
て
い
ま
し
た
が
、
決
し

て
、
十
分
を
も
の
と
は
言
え
ま
せ

ん
で
し
た
。

－
昨
　
年
－

猛
暑
の
夏
注
文
殺
到

と
こ
ろ
が
、
昨
年
夏
の
猛
暑
に

3
H

211
2

1n
U
198765

よ
る
水
不
足
で
県
内
外
か
ら
注
文

が
殺
到
。
特
に
、
高
松
市
に
真
心

の
救
援
水
を
輸
送
し
た
の
を
皮
切

り
に
全
国
各
地
か
ら
注
文
の
依
頼

が
引
っ
き
り
を
し
に
役
場
、
水
工

場
に
あ
り
、
パ
ー
ト
の
確
保
を
し

な
が
ら
、
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
フ

ル
操
業
を
行
い
ま
し
た
。

「
そ
の
時
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
在
庫
が
な
く
な
っ
た
り
、
奥
大

山
の
水
の
シ
ー
ル
が
間
に
合
わ
ず

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

ま
た
、
四
国
の
あ
る
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
か
ら
は
数
千
本

の
注
文
が
あ
る
な
ど
、
う
れ
し
い

悲
鳴
の
連
続
で
し
た
」
と
語
る
竹

内
課
長
。
こ
う
し
て
、
中
国
、
四
国
そ
し

て
九
州
方
面
一
帯
に
奥
大
山
の
水

の
名
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
好

機
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
し
て
、
本
年
一
月
の
阪
神
大

震
災
の
折
に
、
迅
速
を
対
応
が
で

き
た
の
も
、
水
製
造
を
ス
タ
ー
ト

し
て
い
れ
ば
こ
そ
で
、
ま
さ
に
時

を
得
て
い
た
と
し
か
言
い
よ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
。

月
平
均
販
売
数
量

約
三
万
本
に

さ
て
、
操
業
開
始
し
た
昨
年
五

月
か
ら
本
年
三
月
ま
で
の
月
別
販

売
数
量
二
・
五
リ
ッ
ト
ル
換
算
）

を
上
の
グ
ラ
フ
に
し
て
あ
ら
わ
し

て
み
ま
し
た
。

総
販
売
数
量
は
三
二
万
一
千
六

百
四
十
六
本
で
、
そ
の
内
、
昨
年

の
七
、
八
月
は
二
〇
万
本
以
上
の

販
売
数
量
と
な
り
、
一
年
の
内
の

六
割
を
超
え
る
販
売
数
量
に
な
り

ま
し
た
。

次
は
、
一
月
で
約
五
万
六
千
本
。

あ
と
の
月
平
均
は
八
千
本
余
り
と

昨
年
並
み
の
販
売
数
量
を
今
年
確

保
す
る
た
め
に
は
、
新
た
を
販
売

ル
ー
ト
の
拡
大
が
必
要
不
可
欠
で

す
。

（3
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今
後
の
課
題
は

独
立
採
算
制

セ
ッ
ト
商
品
の
開
発

こ
の
よ
う
を
経
過
を
踏
ま
え
、

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
竹
内
課

長
は
　
「
正
直
を
と
こ
ろ
、
初
年
度

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ

経
営
的
に
成
り
立
つ
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
高
松
市
、
神
戸
市

へ
の
救
援
水
を
迅
速
に
輸
送
で
き

た
こ
と
を
ど
で
、
被
災
地
の
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
広
島
市
民
球
場
で
は
、

ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
と
し
て
鳥
取
県
の

特
産
品
の
な
か
か
ら
唯
一
選
ば
れ
、

選
手
の
皆
さ
ん
に
も
大
好
評
を
博

し
て
い
ま
す
。

更
に
、
水
を
原
料
に
使
っ
た
名

水
パ
ン
を
パ
ン
メ
ー
カ
ー
が
製
造
。

ま
ろ
や
か
を
味
で
ヒ
ッ
ト
商
品
に

な
る
な
ど
、
奥
大
山
の
水
の
ピ
ー

ア
ー
ル
に
多
大
を
成
果
が
上
が
り

ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
地
元
の
地
域
資
源

を
見
直
す
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
独
立
採
算
制
を
目
指

す
と
と
も
に
他
の
町
特
産
品
と
の

セ
ッ
ト
商
品
の
開
発
と
更
を
る
販

路
の
拡
大
に
努
め
る
こ
と
が
急
務

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

新
製
品
開
発
に

積
極
的
に取
り
組
む

ま
た
、
水
工
場
の
町
地
域
振
興

㈱
の
事
業
推
進
部
長
の
日
野
尾
優

㌔
は
、
「
現
在
、
力
を
注
い
で
い

る
も
の
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
デ
ィ
ス
ペ

ン
サ
ー
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
奥
大
山
の
水
の
大
型

容
器
（
一
一
二
二
＝
…
、
一
八
・
九

ま
た
、
現
在
、
多
目
的
を
利
用

方
法
と
し
て
例
え
ば
、
化
粧
水
な

ど
の
開
発
に
も
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
」
と
新
し
い
製
品
開
発
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
水
工
場
周
辺
の
整
備
も

進
ん
で
お
り
、
今
月
オ
ー
ブ
ン
予

定
の
奥
大
山
の
水
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ヨ
ー
デ
ル
館
」
で
は
、
展
示
コ

ー
ナ
ー
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
を
ど
も

設
け
ら
れ
る
計
画
で
す
。

豊
か
を
自
然
が
は
ぐ
く
ん
だ
特

産
品
を
町
内
外
に
安
心
で
安
全
を

も
の
を
提
供
す
る
た
め
に
も
創
意

工
夫
が
更
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ウォーターディスペンサー

Water dispenser
ウオーターとは水のこと、ディスペンサーとは

自動販売機で兼コ、ソプなどを1個ずつ取って使え

るようになっているもののことをいいます。

つまり、ウオーターディスペンサーとは、いつ

でも新鮮な水を飲むことができるもののことです。

－このウオーターディスペンサーの概要は！一

外形寸法　340（幅）×350（奥行）×995（高さ）

重　　さ　約23k9

冷水容量　5℃～10℃の冷水20杯分

熱湯容量　80℃～90℃の熱湯20杯分

電　　圧　AClOOV

※くわしくは、企画商工観光課、または水工場に

お問い合わせください。

（4）

畏
）
　
を
ウ
ォ
ー
タ
ー
デ
ィ
ス
ペ
ン

サ
ー
に
取
り
付
け
、
い
つ
で
も
温

水
（
八
五
度
）
　
や
冷
水
（
五
度
）

を
飲
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
で
す
。

e

▲

これがウォーターディスペンサーです。

一度味わってみてください（町民総合体育館）
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町
議
会
議
員
・
各
委
員
会
役
員
決
ま
る

議

長

に

森
田

副
議
長
に

川
端

智
氏

雄
勇
氏

■
教
育
民
生
常
任
委
員
全
委
員

◎
中
村
眞
佐
雄
　
○
長
岡
邦
一

藤
田
孝
義

川
端
雄
勇

長
岡
邦
一

■
山
荘
甘
酒
茶
屋
運
営
委
員
会
委

員

人事紹介⑪

七
月
一
日
付
を
も
っ
て

役
場
の
人
事
異
動
が
あ
り

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す

（
　
）
は
前
任
職
で
す
。

農
林
振
興
課
土
地

改
良
係
主
任

瀬
島
明
正

（
福
祉
保
健
課
健

康
対
策
係
主
任
）

■
議
会
運
営
委
員
会
委
員

◎
白
石
秀
之
　
C
遠
藤
量
之

住
田
孝
治

川
端
雄
勇

中
村
眞
佐
雄

藤
田
孝
義

田
中
幹
啓

加
藤
寛
治

佐
々
木
　
正

川
上
和
人

総
務
課
長
補
佐
兼

庶
務
係
長

井
上
あ
け
み

ギ
　
（
企
画
商
工
観
光

課
長
補
佐
兼
企
画

開
発
係
長
）

福
祉
保
健
課
町
民

係
主
任

－
松
原
俊
二

（
企
画
商
工
観
光

課
企
画
開
発
係
主
任
）

六
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
新

し
い
町
議
会
議
員
の
そ
れ
ぞ
れ
委

員
会
な
ど
の
役
員
が
決
ま
り
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

（
◎
は
委
員
長
　
○
は
副
委
員
長
）

■
議
長
森
田
　
智

■
副
議
長

川
端
雄
勇

■
総
務
常
任
委
員
会
委
員

◎
川
上
和
人
　
○
浜
本
伸
介

住
田
孝
治
　
　
佐
々
木
　
正

森
田
　
智

■
経
済
建
設
常
任
委
員
全
委
員

◎
田
中
幹
啓
　
○
加
藤
寛
治

白
石
秀
之
　
　
遠
藤
量
之

本
高
親
雄

■
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
議
会

議
員
森
田
　
智

■
日
野
町
・
江
府
町
・
日
南
町
衛

生
施
設
組
合
議
会
議
員

白
石
秀
之
　
　
住
田
孝
治

中
村
眞
佐
雄

■
消
防
委
員

本
高
親
雄
　
　
川
端
雄
勇

加
藤
寛
治
　
　
長
岡
邦
一

『
表
彰
審
議
会
委
員

白
石
秀
之
　
　
住
田
孝
治

藤
田
孝
義

■
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委

員中
村
眞
佐
雄
　
　
浜
本
伸
介

■
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
審
査
委

員
会
委
員

佐
々
木
　
正
　
　
川
端
雄
勇

長
岡
邦
一

●
社
会
教
育
委
員
会
委
員

中
村
眞
佐
雄
　
　
川
上
和
人

浜
本
伸
介

●
集
会
所
運
営
審
議
会
委
員

中
村
眞
佐
雄
　
　
川
端
雄
勇

長
岡
邦
一

■
監
査
委
員

本
高
親
雄

■
市
民
農
園
運
営
審
議
会
委
員

遠
藤
量
之
　
　
川
上
和
人

●
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員

中
村
眞
佐
雄
　
　
長
岡
邦
一

企
画
商
工
観
光
課

長
補
佐
兼
企
画
開

発
係
長

大
田
敏
朗

（
農
林
振
興
課
長

補
佐
兼
農
林
土
木

係
長
）

企
画
商
工
観
光
課

企
画
開
発
係
主
任

梅
林
明
宏

（
福
祉
保
健
課
町

民
係
主
任
）

総
務
課
行
政
係
兼

広
報
管
財
係
主
事

－
（
－
ヤ
↑
∴
二

農
業
委
員
会
事
務

局
長

福
岡
ま
ゆ
み

（
総
務
課
長
補
佐

兼
庶
務
係
長
）

総
務
課
行
政
係
兼

広
報
管
財
係
主
事

西
岡
浩
治

（
総
務
課
行
政
係
）

農
林
振
興
課
長
補

佐
兼
農
林
土
木
係

長▲大
岩
勝
実

（
農
業
委
員
会
事

務
局
長
）

福
祉
保
健
課
健
康

対
策
係
主
事

浦
部
　
学

（
企
画
商
工
観
光

課
企
画
開
発
係
）
　
引
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江尾小学校2年生
私の町はどんな町9
－町内施設を訪問－

▲「奥大山の水とってもおいしいネ」と話す児童たち

夜
問
や
雨
の
日
は

こ
の
反
射
シ
ー
ル
が

一
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
銅
㌍
講
習
会
一

▲「町長さんはどんな仕事をしてますカリ

六
月
八
日
、
町
の

こ
と
を
も
っ
と
知
ろ

う
と
江
尾
小
学
校
の

二
年
生
が
そ
れ
ぞ
れ

の
班
に
わ
か
れ
て
町

施
設
を
訪
問
し
ま
し

た
。役
場
で
は
、
町
長

に
児
童
た
ち
か
ら
「
ど

ん
を
仕
事
を
し
て
い

ま
す
か
」
を
ど
の
質

問
が
飛
び
交
い
、
町

長
は
て
い
ね
い
に
答

え
て
い
ま
し
た
。

六
月
二
十
一
日
、
老
人

ク
ラ
ブ
会
長
連
絡
会
が
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
折
に
、
溝
口
警
察

署
金
澤
警
部
補
か
ら
高
齢

者
の
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
、
事
細
か
く
、
事
例

を
上
げ
て
講
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

e

▲傘の先や柄に反射シールをはってください」

佐川地区に

町営住宅3棟完成

▲チロル風のモダンな住宅がお目見えしました

（6）

な
か
で
も
、
夜
間
外
出

の
と
き
、
雨
の
日
な
ど
に

は
、
自
動
車
か
ら
見
え
に

く
い
の
で
、
長
ぐ
つ
、
傘

な
ど
に
反
射
シ
ー
ル
を
貼

る
な
ど
、
身
の
安
全
を
守

っ
て
ほ
し
い
と
訴
え
て
い

ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
佐
川
地
区
に

町
営
住
宅
が
三
棟
完
成
し
ま

し
た
。
総
事
業
費
約
五
千
八
百
万

円
、
木
造
二
階
建
　
（
一
棟
当

た
り
八
七
・
七
九
平
方
メ
ー

ト
ル
、
倉
庫
付
き
）
　
で
ふ
た

つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
住
宅
は
、
特
定
公
共

賃
貸
住
宅
で
、
町
内
に
住
所

の
あ
る
方
、
入
居
と
同
時
に

町
民
と
を
っ
た
方
な
ど
が
入

居
条
件
で
す
が
、
現
在
は
す

べ
て
入
居
者
は
決
ま
っ
て
い

ま
す
。
本
年
、
更
に
三
棟
建

設
さ
れ
る
予
定
で
一
層
の
定

住
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

図
書
購
入
資
金
と
し
て

住
田
孝
治
㌔
1
0
万
円
を
寄
贈

春
の
叙
勲
を
受
章
さ
れ
た

住
田
孝
治
㌔
（
佐
川
）
か
ら
こ

の
た
び
、
図
書
の
購
入
に
役

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
一

〇
万
円
を
町
に
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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西
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

西
部
地
区
の
操
法
を
り
■
ド
l

す
空
分
団
■

江
府
町
消
防
団

▲機敏な動きの小型ポンプの番員

七
月
二
日
、
鳥
取
県
消
防
学
校

（
米
子
市
二
本
木
）
　
で
第
三
十
七

回
西
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
消
防
団
　
（
第
一
分
団
）
　
は

ポ
ン
プ
車
の
部
と
小
型
ポ
ン
プ
の

部
の
両
部
門
に
出
場
し
、
ポ
ン
プ

車
の
部
で
は
準
優
勝
、
小
型
ポ
ン

プ
の
部
で
は
見
事
、
優
勝
の
栄
誉

に
輝
き
ま
し
た
。

最
悪
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を

乗
り
越
え
て

ポ
ン
プ
車
の
部
で
は
、
十
一
チ
　
　
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日
頃
の
練
習

－
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
五
　
　
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

午
前
十
時
半
か
ら
ポ
ン
プ
車
の

▲ガンバレ、2番員　ラストだ．／

部
を
皮
切
り
に
始
ま
り
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
雨

が
降
り
出
し
、
最
悪
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
で
操
法

が
ス
タ
ー
ト
。
選
手
の
な
か
に
は

足
元
を
と
ら
れ
て
、
転
倒
し
た
り

予
定
し
て
い
た
時
間
を
オ
ー
バ
ー

す
る
な
ど
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見

ま
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
消
防
団
の
ポ
ン
プ
車
は
、

9
番
目
の
出
場
。
昼
食
の
あ
と
の

時
間
帯
。
降
り
し
き
る
雨
の
中
で

何
度
と
な
く
、
基
本
動
作
の
練
習

を
行
う
選
手
た
ち
。

雨
は
一
向
に
や
も
う
と
せ
ず
、

昼
食
時
に
は
、
バ
ケ
ツ
を
う
つ
し

た
よ
う
を
雨
と
風
が
吹
き
あ
れ
ま

し
た
。
午
後
一
時
過
ぎ
、
本
町
消
防
団

の
操
法
が
ス
タ
ー
ト
。

指
揮
者
の
　
「
集
ま
れ
！
」
　
の
気

合
い
の
入
っ
た
声
が
響
き
、
番
貝

の
一
糸
乱
れ
ぬ
動
作
に
み
る
も
の

も
緊
張
が
伝
わ
り
ま
す
。

消
防
車
に
全
員
が
乗
車
後
、
指

揮
者
の
「
操
作
始
め
」
で
、
一
斉
に

そ
れ
ぞ
れ
の
番
員
の
分
担
に
迅
速

に
取
り
組
む
。
そ
し
て
、
第
一
線
延

長
、
第
二
線
延
長
。
検
査
員
の
厳
し

い
目
が
そ
れ
ぞ
れ
の
番
員
の
一
挙

手
一
投
足
に
注
が
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
後
の
収
納
へ
と
。

息
を
弾
ま
せ
、
ホ
ー
ス
を
巻
く
番

貝
。
呼
吸
を
合
せ
て
吸
管
を
収
納

す
る
番
員
な
ど
。

最
後
に
、
指
揮
者
の
別
れ
の
号

令
で
全
員
が
敬
礼
し
、
「
撤
収
」
の

号
令
で
消
防
車
を
移
動
し
、
終
了
。

泥
ま
み
れ
、
汗
ま
み
れ
の
番
員

は
精
一
杯
や
り
き
っ
た
満
足
感
に

ひ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
午
後
二
時
過
ぎ
、
小

型
ポ
ン
プ
の
部
の
第
三
番
目
に
本

町
消
防
団
が
出
場
。

足
元
の
悪
い
を
か
、
機
敏
を
番
員

の
動
作
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

指
先
ま
で
全
神
経
が
ゆ
き
わ
た

っ
た
動
作
は
、
見
て
い
る
関
係
者

を
う
な
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
車
の
部

指
揮
者
　
藤
森
茂
治

一
番
員
　
中
野
　
寛

二
番
員
　
川
端
一
美

三
番
員
　
久
代
領
樹

四
番
員
　
岡
本
健
二

補
助
員
　
上
原
二
郎

小
型
ポ
ン
プ
の
部

指
揮
者
　
勝
見
　
純

一
番
員
　
関
内
隆
文

二
番
員
　
遠
藤
敏
彦

三
番
員
　
徳
岡
貴
史

補
助
員
　
篠
田
貴
士

（
太
字
の
番
員
は
番
貞
義
を
受
賞

し
た
方
で
す
。
）

7
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参
議
院
鳥
取
県
選
挙
区
選
出
議

参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
異臭
選選
挙挙
］

（8）

投
票
日
は
7
月
2
5
日
脚
で
す

7
月
2
3
日
㈲
に
参
議
院
鳥
取
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
及
び

参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

有
権
者
一
人
ひ
と
り
が
候
補
者
の
政
見
に
耳
を
傾
け
て
、
清

く
正
し
い
〓
票
を
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■
投
票
用
紙
の
色

こ
の
た
び
の
参
議
院
選
挙
の
投

票
用
紙
の
色
は
次
の
と
お
り
で
す

の
で
、
間
違
え
な
い
よ
う
に
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

●
鳥
取
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

投
票
用
紙

・
フ
　
す薄
い
黄
色

●
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
投
票

用
紙

白

色

■
投
票
時
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

■
投
票
順
序

始
め
に
、
鳥
取
県
選
挙
区
選
挙

を
行
い
、
次
に
、
比
例
代
表
選
挙

を
行
い
ま
す
。

そ
の
時
に
、
各
投
票
事
務
従
事

者
は
　
「
こ
の
選
挙
は
選
挙
区
選
挙

で
す
。
投
票
は
候
補
者
の
個
人
名

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
」
、
「
こ

●

の
投
票
は
比
例
代
表
選
挙
で
す
。

投
票
は
政
党
、
政
治
団
体
の
名
称

又
は
略
称
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
」

と
有
権
者
の
方
一
人
ひ
と
り
に
言

っ
て
投
票
用
紙
を
わ
た
し
ま
す
。

■
不
在
者
投
票

投
票
日
、
や
む
を
得
を
い
理
由

に
よ
り
投
票
が
で
き
な
い
有
権
者

の
方
に
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
不
在
者
投
票
は
、
江
府
町
役
場

で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
に
は
、
印
か
ん
が

必
要
で
す
の
で
、
必
ず
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
時
間
は
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
）

を
お
、
記
載
台
に
は
、
氏
名
表

な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
承

知
お
き
く
だ
さ
い
。

⑳

』
開
票
時
間

午
後
七
時
か
ら

■
開
票
場
所

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
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製造年勿責イ壬i去〔、、7月1日　からスタート

どんな法律ですか？PL法って

⑳

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
新

し
い
便
利
な
製
品
が
ど
ん
ど
ん
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
一
方
で
購
入

し
た
製
品
に
思
い
が
け
な
い
欠
陥

が
あ
り
、
そ
れ
が
原
因
で
事
故
が

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
施
行
さ
れ

た
製
造
物
責
任
法
　
（
通
称
P
L
法

－
P
と
は
製
造
物
の
英
語
の
頭
文

字
で
、
L
は
責
任
の
英
語
の
頭
文

字
）
　
は
、
製
品
の
欠
陥
に
よ
っ
て

生
命
財
産
ま
た
は
身
体
に
損
害
を

て‾‾一】‾▼‾二一二二二二二二＝二二二二コ

対
象
品
日
は

大
量
生
産
さ
れ
た

自
動
車
・
テ
レ
ビ
な
ど

被
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
場
合
に

商
品
を
つ
く
っ
た
会
社
に
損
害
賠

償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
法
律

な
の
で
す
。

つ
ま
り
、
製
造
業
者
の
過
失
（
あ

や
ま
り
）
が
証
明
で
き
な
く
て
も
、

商
品
を
買
い
求
め
た
方
が
そ
の
商

品
の
欠
陥
を
証
明
で
き
れ
ば
、
損

害
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
質
問
に
答
え
る
形

で
P
L
法
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
し
ょ
う
。

た
不
動
産
、
未
加
工
農
水
産
物
な

ど
は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
）

命
は
、
本
来
そ
の
製
造
物
に
を
く
て

は
な
ら
な
い
安
全
性
を
欠
い
て
い

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

従
っ
て
、
安
全
性
に
か
か
わ
ら

な
い
よ
う
を
単
な
る
品
質
上
の
こ

と
、
例
え
ば
、
テ
レ
ビ
を
購
入
し

た
が
、
色
が
出
を
い
と
い
っ
た
よ

う
を
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法

律
で
い
う
欠
陥
に
は
あ
た
り
ま
せ

ん
。テ

レ
ビ
か
ら
出
火

畳
な
ど
が

焼
け
た
場
合

0
、
こ
の
法
律
の
対
象
と
な
る
製

造
物
と
は
ど
ん
な
物
で
す
か
？

A
、
こ
の
法
律
で
は
製
造
物
を
「
製

造
又
は
加
工
さ
れ
た
動
産
」
　
と
し

て
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
工
場
を
ど
で
大

量
に
生
産
さ
れ
た
自
動
車
、
テ
レ

ビ
、
加
工
し
た
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

（
な
お
、
土
地
、
建
物
と
い
っ

…
製
品
に

な
く
て
は
な
ら
な
い

…
安
全
性
が

欠
け
て
い
た
場
合

0
、
こ
の
法
律
で
い
う
「
欠
陥
」
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

製
品
の
調
子
や
性
能
が
悪
い
と

い
っ
た
品
質
上
の
こ
と
も
、
欠
陥

に
あ
た
る
の
で
す
か
？

A
、
こ
の
法
律
で
い
う
「
欠
陥
」
と

0
、
安
全
性
に
係
わ
る
欠
陥
に
よ

る
被
害
で
あ
れ
ば
、
す
べ
て
、
こ

の
法
律
に
よ
る
損
害
賠
償
の
請
求

書
が
認
め
ら
れ
る
の
で
す
か
？

A
、
欠
陥
に
よ
る
被
害
が
、
そ
の

製
造
物
の
み
の
損
害
に
と
ど
ま
っ

た
場
合
（
例
え
ば
、
製
造
物
が
壊

れ
た
だ
け
の
場
合
）
　
で
あ
れ
ば
、

こ
の
法
律
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
法
律
の
場
合
、
製
造
物
の

欠
陥
に
よ
っ
て
、
人
の
生
命
財
産

身
体
に
被
害
を
も
た
ら
し
た
場
合

に
損
害
賠
償
の
請
求
権
が
認
め
ら

れ
る
の
で
す
。

例
え
ば
、
テ
レ
ビ
か
ら
火
が
出

て
、
畳
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
焼
い
た

場
合
な
ど
が
そ
の
対
象
と
在
り
ま

す
。

0
、
そ
れ
で
は
、
被
害
を
受
け
た

場
合
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
？

ま
た
、
ど
こ
に
、
相
談
す
れ
ば
、

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

A
、
被
害
を
受
け
た
場
合
、
事
故

原
因
を
特
定
す
る
た
め
に
、
そ
の

製
品
を
手
元
に
保
管
し
、
現
場
周

辺
を
含
め
た
証
拠
写
真
を
撮
っ
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
上
で
①
製
造
業
者
②
輸
入

業
者
③
製
造
物
に
氏
名
な
ど
を
表

示
し
た
事
業
者
に
損
害
賠
償
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
具
体
的
を
相
談
に
つ
い

て
は
、
最
寄
り
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

米
子
市
中
町
二
〇

鳥
取
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
室

℡
〇
八
五
九
（
三
四
）
二
六
四
八

9
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際
芸
眼
。全
国
高
校
総
体
い
よ
い
よ
本
番
〃

は
ば
た
け
未
来
へ

川

八
月
五
日
～
九
日
、
全
国
高
校
総
体
登
山
大
会

平

鏡
ケ
成
の
入
山
式
は
八
月
五
日
で
す

↓
無
線
調
査
の
よ
う
す

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
登
山

大
会
ま
で
あ
と
一
カ
月
を
切
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
登
山
競
技
会
場
地
三

町
実
行
委
員
会
（
大
山
町
・
東
伯

町
・
江
府
町
）
　
で
は
、
ス
ム
ー
ズ

な
大
会
運
営
を
行
う
た
め
に
、
コ

ー
ス
、
幕
営
地
、
無
線
を
ど
の
調

査
、
整
備
、
そ
れ
に
伴
う
リ
ハ
ー

サ
ル
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
を

に
ぶ
ん
自
然
を
相
手
の
大
会
の
た

め
、
日
に
よ
っ
て
全
て
の
状
態
が

違
い
ま
す
。

ど
ん
な
状
況
で
も
対
応
で
き
る

よ
う
大
会
ま
で
に
入
念
を
チ
ェ
ッ

ク
を
し
、
大
会
に
備
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
選
手
歓
迎
用
に
町
内
の

小
中
学
校
、
保
育
園
、
福
祉
協
議

会
そ
し
て
教
育
委
員
会
で
育
て
て

い
る
フ
ラ
ン
タ
ー
の
花
は
、
順
調

に
大
き
く
在
っ
て
き
て
い
ま
す
。

八
月
五
日
の
鏡
ケ
成
国
民
休
暇

村
キ
ャ
ン
プ
場
で
の
入
山
式
で
は
、

き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
、
選
手
の

心
を
和
ま
せ
る
で
し
ょ
う
。

あ
と
は
　
『
大
会
期
間
中
は
晴
れ

て
く
れ
よ
』
　
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

↓
花
は
順
調
に
育
っ
て
い
ま
す
（
写
真
は
俣
野
小
学
校
）
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日．程及びコース
1．日　　　程

8月2日㊧　受　　　付

8月3日㊨　受付・諸会議
8月6日⑧　登山行動（幕営）

8月7日⑧　登山行動（幕営）

8月4日㊨　受付・諸会議（旅館）　　8月8日灰、登山行動・下山（旅館）

8月5日㊧　開会式・入山（幕営）　　8月9日休　閉　　会　　式

2．コ　ー　ス

A 隊（団体男子） B 隊（団体女子） 　 C 隊
（種目男子縦走）

　 D 隊
（総監督・視察員）

第

1

日

8
月
5
日

冊

開会式 大山国体広場 （雨天時　 大山町総合体育館）

国体広場＝
（計画輸送）

国体広場＝
（計画輸送）

入山式 鏡ケ成 一向平 大　山　国　体　広　場

宿泊地 鏡ケ成キャシフ場 一向平キャンプゝ場 大山国体広場 中　の　原　銀　嶺

第
8
コース

鐘ケ成…烏ケ山 一向平一大休口 国体広場～宝珠 宿　 舎・…‥

…鳥越峠…鍵掛 ～地獄谷～駒鳥 山～宝珠尾根～ 夏山登山道…弥

月 峠＝一向平 小屋～鳥越峠～ ユートピア～野 山…行者谷コー

2

日

6
日

（目）

鍵掛峠＝国体広

場

田ケ山～大体峠

～川床＝鏡ケ成

ス…元谷‥・宿舎

宿泊地 一向平キャンフ場 大山国体広場 鏡ケ成キャンプ場 中　の　原　銀　嶺

第
8

コース

一向平一大休口 国体広場～宝珠 鏡ケ成…烏ケ山 宿　 舎…川床…

～大体峠～矢筈 山～宝珠尾根～ ‥・鳥越峠・‥駒鳥 大体峠…矢筈ケ

月
7
日

ケ山～甲ケ山一 ユートピア～野 小屋‥・地獄谷‥・ 山‥・甲　ケ　山‥・

3 勝田ケ山～船上 田ケ山～大休峠 大体「ト・一向平 （往路と同様）

日
㈲

山＝国体広場 ～川床＝鏡ケ成 …宿　 舎

宿泊地 大山国体広場 鏡ケ成キャンプ場 一向平キャンプ場 中　の　原　銀　嶺

第
8
コース

国体広場＝鍵掛 鑓ケ成・‥烏ケ山 一向平～大体口 宿　 舎＝鏡ケ成

峠一騎鳥小屋～ …鳥越峠…鍵掛 ～大体峠～矢筈 ‥㌧島ケ山…新中

月 地獄谷～大体口 峠＝博労座 ケ山～甲ケ山～ 屋峠…鏡ケ成＝

4

日

8
日

㈹

～一向平＝博労

座

勝田ケ山一船上

山＝博労座

宿　 舎

宿泊地 大　 山　 宿　 泊 大　 山　 宿　 泊 大　 山　 宿　 泊 中　の　原　銀　嶺

第
5
日

8
月
9
日（羽

閉会式 大　 山　 町　 総　 合　 体　 育　 館

※凡例　　＝　バス移動　　～　メインザック行動　…サブザック行動

（11）
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江府町運動公園プール開き

亡－、－

ト

、蕊

＿誓柵心一事

一二●Jn

藍，　‾　アシ．言∵
・…：」、・ち．　、

▲水しぶきがつめたそう

六
月
十
九
日
、
江
府
町
運
動
公

園
の
プ
ー
ル
開
き
が
行
わ
れ
ま
し

た
。梅
雨
空
の
あ
い
に
く
の
天
気
の

た
め
、
多
少
肌
寒
く
、
プ
ー
ル
開

き
に
参
加
し
た
江
府
中
学
校
の
生

徒
た
ち
か
ら
は
、
プ
ー

ル
に
入
る
と
　
『
つ
め
て

ー
』
と
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

ブ
ー
ル
の
使
用
で
き

る
時
間
は
、
午
前
九
時

か
ら
午
後
七
時
ま
で
で
、

八
月
三
十
一
日
ま
で
使

用
で
き
ま
す
。

な
お
、
定
休
日
は
水

曜
日
で
す
。

（
小
学
生
以
下
は
保
護

者
の
同
伴
が
必
要
で
す
）

運
動
公
園
プ
ー
ル
使

用
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

運
動
公
園
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
℡
七
五
1
三
二
二
九
）
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平
成
七
年
度
明
徳
学
園
視
察
研
修
旅
行

↓
下
蚊
屋
ダ
ム
建
設
予
定
地
を
視
察

六
月
十
五
日
、
平
成
七

年
度
明
徳
学
園
視
察
研
修

旅
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
旅
行
は
毎
年

行
わ
れ
て
お
り
、
バ
ス
で

日
帰
り
の
で
き
る
範
囲
で

研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
岡
山
県
の
最
上

稲
荷
、
総
社
の
国
分
寺
跡
、

現
在
建
設
が
進
ん
で
い
る

下
蚊
屋
ダ
ム
建
設
予
定
地
、

な
ど
を
研
修
し
ま
し
た
。

普
段
の
明
徳
学
園
生
は
、

一
般
教
養
の
講
習
会
、
専

門
課
程
の
選
択
科
目
で
、

室
内
に
籠
り
が
ち
な
勉
強

を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

日
ば
か
り
は
、
屋
外
で
伸

び
伸
び
と
研
修
旅
行
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

第
十
二
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

▲筒井朋之くん（左）川上祐希くん（右）

七
月
二
十
九
日
、
新
潟
県
新
潟

市
で
開
催
さ
れ
る
、
第
十
二
回
全

日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手

権
大
会
に
、
米
沢
小
学
校
の
川
上

会
に
向
け
て
特
訓
中
だ
そ
う
で
す
。

全
国
大
会
で
の
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

祐
希
く
ん
、
筒
井
朋
之
く
ん

の
ペ
ア
が
出
場
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ア
は
、
五
月
二
十

八
日
開
催
さ
れ
た
県
予
選
で

三
位
に
入
賞
し
、
全
国
大
会

へ
の
出
場
権
を
手
に
入
れ
ま

し
た
。二
人
は
、
現
在
、
全
国
大

⑳

rH‥‥．h

▲現在特訓中
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バ
レ
ー
ボ
ー
ル
審
判
講
習
会

平
成
七
年
度
の
全
日

本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ル
ー

ル
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
と
も
を
い
各
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
規

則
も
こ
れ
に
準
ず
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、

早
く
新
ル
ー
ル
に
慣
れ

て
い
た
だ
こ
う
と
審
判

講
習
会
を
六
月
十
三
日

開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
A
級
審
判
員
を
招

き
、
主
審
、
副
審
、
ラ

イ
ン
ズ
マ
ン
、
改
正
さ

れ
た
ル
ー
ル
な
ど
、
き

め
細
か
く
講
習
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

審
判
講
習
会
に
つ
い
て

は
秋
に
も
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
今
回
見
逃

さ
れ
た
方
は
、
秋
の
講

習
会
に
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

ト
み
ん
な
真
剣
で
す

第
三
十
一
回
江
府
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

江府町体育協会主催の各種大会の結果を報告します。

第6回　江府町職域対抗ソフトテニス大会

健　勝　江府町商工会

準優勝　岡田重機

第三位J A江府　江府町教育委員会

第10国　江府町実年ソフトボール大会

優　勝　貝田

準優勝　本町一丁目

第13回　江府町ゲートボ】ル大会兼郡民体育大会予選

優　勝　佐川B

準優勝　佐川A

第三位　貝田B

崇′

ト
実
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

各
種
大
会
の
日
程
に
つ
い
て
は

配
布
済
み
の
江
府
町
ス
ポ
ー
ツ
カ

レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

六
日
二
十
四
日
、
第

三
十
一
回
江
府
町
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
が
、
町
運
動

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
で
は
、

八
組
の
入
賞
者
の
う
ち

六
組
が
米
沢
小
学
校
で

し
た
。
結
果
は
、
次
の
通
り

で
す
。

ト
フ
ァ
ー
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
で
す

男子の部
優　勝
川上洋一・中尾友也　組（米沢′J、）
準優勝
川上祐希・筒井朋之　組（米沢小）
第三位
高津亮二・川上正道　組（米沢小）
林　弘一・大岩寛明　組（米沢小）
女子の部
優　勝
土橋弘美・北村　愛　組（米沢小）
準康勝
阿部綾佳・亀山鮎美　組（明倫小）
第三位
林　美香・浦部　茜　組（明倫小）
仲田千加・河上美奈　組（米沢小）

「
夏
の
青
少
年
を
見
守
る
運
動
」

青
少
年
育
成
江
府
町
民
会
議
で

は
、
七
日
二
十
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
ま
で
　
『
夏
の
青
少
年
を
見
守

る
運
動
』
を
行
い
ま
す
。

青
少
年
が
よ
り
よ
い
環
境
の
中

で
夏
を
楽
し
く
、
心
身
共
に
健
康

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

地
域
、
社
会
、
家
庭
で
の
環
境
づ

く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

夏
休
み
期
間
中
に
、
青
少
年
が

生
活
の
き
ま
り
を
つ
け
て
、
心
身

を
鍛
え
、
友
情
を
育
て
る
よ
う
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
家
庭
及
び
地
域
ぐ
る
み

で
、
青
少
年
の
非
行
防
止
及
び
水

難
、
交
通
事
故
を
ど
の
事
故
防
止

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（13
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平成7年度　江府町同和教育講座

「たんばぼ学級」開講のお知らせ

江府町では、「部落差別撤廃とあらゆる差別をなくする条例」を制定し、こころ豊かで

人にやさしく明るい町づくりを目指しています。私たちの身のまわりの人権問題について

一緒に考えて見ませんか？。

これまでの同和教育講座を「たんばぼ学級」と名付けて、同和問題を基本に、より広い

視点からの人権学習を進めていくことにしました。あなたのご参加をお待ちしています。

⑳ ※受講希望の方は、教育委員会
へお申し込みください。

（希望の日に直接会場へおいで
いただいても結構です）

問合せは℡75－2223

い・　　　　lt

ト人．．　〝

裾l■　＼l両

「たんばぼ学級」プログラム
固 期　 日 フ‾　　　　　　　　　 マ 講　　 師 場　　 所　　 等

1
7 月

1 4 日

（劉

身近を差別を 日南町社会教育指導員
（開 講 式）

なくすために 足　 羽　　　 隆 江府町山村開発センター

2
7 月

2 8 日

（劉

いじめについて考える
西部教育事務所社会教育主事

中 原 悌 二
江府町山村開発センター

3
8 月

4 日

座

差　 別　 の　 歴　 史
鳥取県社会同和教育講師
団講師、
本町5 丁目集会所長
仲 嶋 典 道

江府町山村開発センター

4
8 月

2 5 日
（斜

こころ豊 かを子育て
日南町立山上小学校教務主任

大 柄 瑞 穂
本町 5 丁目集会所

5
9 月

8 日

（斜

女 性 の 立場 と人 権
米子市山陰歴史館館長

杉 本 良 巳
本町 5 丁目集会所

（閉 講 式）

開講時間はいずれも午後7時30分～9時30分です
主催：江府町教育委員会　　　後援：江府町同和教育推進協議会

7月10日～8月9日は、鳥取県部落解放月間です。

（14）
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差
別
事
象
は
少
な
く

な
っ
て
き
た
？

「
今
ど
き
は
、
部
落
の
人
を
の

け
も
の
扱
い
に
し
た
り
、
軽
蔑
し

た
り
す
る
者
は
い
ま
せ
ん
よ
、
み

ん
な
仲
よ
く
や
っ
て
い
ま
す
ん
で

・
・
・
」
と
い
う
よ
う
を
発
言
も

よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

だ
か
ら
、
「
も
う
部
落
差
別
は

な
く
な
っ
た
の
で
は
・
・
・
・
」

と
い
う
の
で
す
。
は
た
し
て
差
別

事
象
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
最
近
明
ら
か
に
な
っ

た
鳥
取
県
内
の
差
別
事
象
の
発
生

状
況
は
下
の
図
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

⑳

こ
れ
は
全
県
的
な
確
認
会
に
出

さ
れ
た
差
別
事
象
の
件
数
で
す
。

一
方
、
平
成
二
年
の
　
「
同
和
地

区
生
活
実
態
調
査
」
　
に
よ
る
と
、

調
査
対
象
者
の
内
二
十
八
二
二
％

の
人
が
　
「
差
別
を
受
け
た
体
験
が

あ
る
」
　
と
答
え
て
い
ま
す
。

そ
の
差
別
を
受
け
た
と
き
、
ど

う
対
処
し
た
か
を
調
べ
た
の
が
、

左
下
の
円
グ
ラ
フ
で
す
。

こ
の
グ
ラ
フ
を
み
る
と
明
ら
か

を
よ
う
に
　
「
誰
に
も
相
談
し
な
か

っ
た
」
が
四
十
八
・
九
％
も
い
ま

す
。
差
別
を
受
け
て
も
大
部
分
は

誰
に
も
相
談
せ
ず
、
自
分
の
腹
の

中
で
お
さ
め
、
じ
っ
と
耐
え
忍
ん

で
き
た
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
表
に
現
れ
て
、
み

ん
な
が
知
る
こ
と
の
で
き
る
差
別

事
象
は
ほ
ん
の
ご
く
一
部
分
な
の

で
す
。ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
ど
ん
を
差

別
事
象
が
ど
の
よ
う
に
起
き
て
い

る
か
知
ら
を
い
た
め
、
「
最
近
は

差
別
事
象
は
少
な
く
な
っ
た
の
で

は
・
・
・
」
と
判
断
す
る
人
が
多

い
よ
う
で
す
。

最
近
は
、
昔
の
よ
う
に
動
作
や

し
ぐ
さ
、
こ
と
ば
や
態
度
で
表
す

差
別
的
行
為
を
ど
は
確
か
に
少
な

く
を
り
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
落
書
き
、
投
書
、
手

紙
、
電
話
等
犯
人
不
明
の
陰
湿
で

意
図
的
、
攻
撃
的
な
差
別
を
く
り

か
え
す
と
い
う
悪
質
を
事
例
が
多

く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

「
同
和
問
題
学
習
資
料
十
二
」
鳥
取
県
部
落
解
放
研
究
所
よ
り

県が掌握している差別事象発生件数
く198鋸平成ノい年～1992（平成4）年〉

確認会

開 催 件数

差別事象の内容

①
結
篇 篭 オ

落
百・
投
耳・
そ

隼　 度
婚 職 言 吾 吾

の
他

平成元 12 6 1 2 3

平成 2 10 7 2 1 1 l

平成 3 10 6 3 1

平成 4 8 1 4 2 1

差別（今まで一番印象に残っている
もの）を受けたときの対処の方法

●文
化
財
シ
リ
ー
ズ

指
定
文
化
財
　
五

江
尾
の
こ
だ
い
ぢ
踊
り

「
江
尾
の
こ
だ
い
ぢ
踊
り
」
　
は

日
野
路
最
大
の
夏
祭
り
「
江
尾
十

七
夜
」
　
に
踊
ら
れ
る
民
俗
芸
能
と

し
て
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
昭
和

四
十
九
年
に
鳥
取
県
の
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
美
城
の
初
代
城
主
・
噺
軌
か

わ
の
か
み
　
　
　
　
　
）
　
ら
法
人

房
守
は
、
孟
蘭
盆
十
七
日
の
夜
に

城
内
を
開
放
し
、
城
下
の
百
姓
・

町
人
を
集
め
、
踊
り
と
相
撲
の
会

を
催
す
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
後
、

凶
代
目
の
蜂
塚
叡
徹
叩
靴
に
い
た

る
ま
で
、
こ
の
催
し
は
続
け
ら
れ

ま
し
た
。

永
禄
八
年
（
一
重
ハ
五
）
、
江
美
城

は
毛
利
軍
に
攻
略
さ
れ
落
城
し
、

蜂
塚
氏
も
滅
亡
し
ま
し
た
。

城
下
の
住
民
た
ち
は
、
悲
し
い

運
命
に
果
て
た
城
主
を
慕
い
、
来

る
年
も
来
る
年
も
盆
の
十
七
日
の

夜
を
供
養
に
踊
り
明
し
た
の
が
現

在
ま
で
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
江
美
城
落
城
以

後
に
踊
ら
れ
て
い
た
の
が
　
「
こ
だ

い
ぢ
」
　
で
あ
っ
た
か
は
定
か
で
あ

り
ま
せ
ん
。

文
献
に
よ
る
と
、
「
こ
だ
い
ぢ
」

は
越
後
の
新
保
広
大
寺
の
憎
の
ロ

マ
ン
ス
を
唄
い
は
や
し
た
　
「
広
大

寺
節
」
　
の
こ
と
で
、
「
こ
だ
い
ぢ
」

「
こ
だ
い
じ
ん
」
　
と
呼
ば
れ
、
寛

政
（
一
天
九
～
一
八
〇
〇
）
　
の
こ
ろ
、
越

後
か
ら
全
国
的
に
流
行
し
、
そ
の

後
さ
ま
ざ
ま
を
形
で
各
地
に
定
着

し
、
祝
い
唄
、
盆
踊
り
唄
、
酒
盛

り
唄
、
神
楽
せ
り
唄
な
ど
に
用
い

ら
れ
た
よ
う
で
す
。

お
そ
ら
く
、
江
尾
の
「
こ
だ
い

ぢ
」
も
こ
の
頃
に
盆
踊
り
唄
と
し

て
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
生
涯
学
習

今
年
、
県
で
は
知
事
を
学
長
と

す
る
『
と
っ
と
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
』

を
開
講
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
高
齢
化
が
進
み
、
技

術
革
新
や
そ
れ
に
伴
う
社
会
の
急

激
な
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
、
自
ら

学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
か

ら
各
種
講
座
を
設
定
し
自
分
に
合

っ
た
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
と
開

か
れ
た
も
の
で
す
。

去
る
六
日
十
日
、
県
民
ふ
れ
あ

い
会
館
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

で
一
般
受
講
生
も
合
わ
せ
て
五
百

数
十
名
が
参
加
し
て
開
会
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

⑳

歌
手
で
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
で
も
あ

る
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
さ
ん
か
ら

『
私
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
』

と
い
う
演
題
で
記
念
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

中
学
一
年
生
か
ら
歌
に
よ
る
施

設
支
援
の
募
金
活
動
に
携
わ
っ
て

感
じ
た
こ
と
、
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
て

来
日
し
生
活
習
慣
の
違
い
に
と
ま

ど
っ
た
こ
と
、
カ
ナ
ダ
の
大
学
で

勉
強
し
よ
う
と
考
え
た
こ
と
な
ど

い
く
つ
か
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
　
（
転
機
）
　
に
降
し
、
生
き
が
い

を
見
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
伸
び
て

き
た
と
思
う
と
話
さ
れ
た
。
ひ
と

は
自
分
の
持
っ
て
い
る
知
識
や
経

験
だ
け
を
基
準
に
し
て
も
の
を
見
、

価
値
判
断
す
る
こ
と
が
多
い
。

貧
し
い
様
子
か
ら
見
下
げ
た
気

特
を
も
っ
た
自
分
を
恥
ず
か
し
く

思
っ
た
こ
と
や
い
ろ
い
ろ
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
で
接
し
た
多

く
の
人
達
に
教
え
ら
れ
、
考
え
さ

せ
ら
れ
て
精
神
的
に
成
長
し
て
き

た
と
活
動
の
素
晴
ら
し
さ
を
強
調

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
日
本
で

は
ま
だ
定
着
せ
ず
、
経
済
的
、
時

間
的
に
ゆ
と
り
の
あ
る
者
が
行
う

介
護
や
福
祉
施
設
へ
の
奉
仕
と
い

う
活
動
と
見
ら
れ
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
今
回
の
阪
神
大
震
災

で
は
、
上
部
か
ら
の
指
示
で
は
な

く
、
自
ら
の
判
断
に
よ
っ
て
自
分

の
持
っ
て
い
る
知
識
や
技
術
を
い

ろ
い
ろ
な
救
援
活
動
に
生
か
す
と

い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
や
り
方
が

復
興
の
大
き
を
力
に
な
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
そ
の
も
の
が
生
涯
学
習

と
い
わ
れ
る
の
も
こ
の
様
を
こ
と

か
ら
で
し
ょ
う
。

＊
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
　
　
　
　
川

（
毎
月
、
第
一
・
三
水
曜
日
、
一
九
時
三
〇
分
⊥

現
在
十
七
名
の
受
講
生
で
、
学

習
を
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
講
座

▲安達先生による、指導です

公
民
館
で
は
、
生
涯
学
習
の
実

践
の
場
と
し
て
、
総
合
的
を
学
習

機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

現
在
開
講
し
て
い
る
講
座
を
、

紹
介
致
し
ま
す
。

＊
合
　
　
唱

（
毎
月
、
第
∵
三
木
曜
日
、
二
〇
時
～
〉

＊
水
墨
画

毒
月
、
第
三
月
曜
日
、

一
三
時
三
〇
分
～
）

和
や
か
を
雰
囲
気
が
、
こ
の
講

座
の
特
徴
で
す
。

▲おかあさんコーラス大会にも参加しています。

▲この花は、どう描こうかな

以
上
の
三
講
座
は
い
つ
で
も
加

入
で
き
ま
す
。
公
民
館
へ
ご
連
絡

下
さ
い
。
（
℡
7
5
－
2
2
2
3
）
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生涯学習基本テーマ

新
着
　
図

（
小
　
　
説
）

○
検
察
捜
査

〇
三
年
坂

○
あ
っ
か
ん
ベ
ー
ゼ
中
嶋
　
博
行

伊
集
院
　
静

○
夢
み
る
妹
た
ち

○
札
幌
殺
人
事
件

山
田
　
邦
子

赤
川
　
次
郎

内
田
　
康
夫

縁

　

　

日

夏
に
を
り
ま
し
た
。

各
種
お
祭
り
シ
ー
ズ
ン
の
到
来

で
す
。祇
園
祭
り
・
朝
顔
市
・
ほ
お
ず

き
市
と
各
地
で
夏
の
風
物
詩
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

人
ご
み
の
中
で
偶
然
旧
知
の
友

と
出
会
っ
た
時
の
う
れ
し
さ
。
そ

れ
か
ら
、
夜
店
の
裸
電
球
に
群
が

る
命
短
い
虫
た
ち
の
羽
音
の
悲
し

さ
。
す
れ
違
う
人
達
の
汗
の
臭
い

と
、
ほ
の
か
を
湯
上
が
り
の
香
り
。

花
火
の
有
煙
火
薬
の
臭
い
と
混

じ
っ
て
、
心
の
奥
深
く
し
み
込
ん

で
行
く
気
が
し
ま
す
。

夏
を
涼
し
く
し
の
ぐ
方
法
に
つ

い
て
は
、
色
々
と
考
え
て
お
ら
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
も

涼
し
い
図
書
館
で
お
す
ご
し
に
を

っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ち
ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ
の
ミ
ス
テ

リ
ー
小
説
。
生
き
方
の
目
標
を
定

め
る
を
ら
伝
記
物
。
物
事
の
究
極

の
原
理
を
学
ぶ
な
ら
哲
学
書
。
そ

れ
か
ら
、
時
間
の
余
裕
の
を
い
人

に
は
雑
誌
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
児
童
コ
ー
ナ
ー
は
、
ゆ
っ

く
り
と
く
つ
ろ
げ
る
広
い
ス
ペ
ー

ス
が
と
っ
て
あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ

お
い
で
下
さ
い
。

夏
こ
そ
読
書
三
昧
が
最
高
で
す
。

▲どの雑誌を読もうか思案中の二人

○
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
パ
ス

小
森
ク
ス
コ

○
熱
月
　
　
　
　
　
山
崎
　
洋
子

○
少
女
怪
談
　
　
　
生
島
　
治
郎

○
邪
視
　
　
　
　
　
生
島
　
治
郎

．

、

・

」

∵

；

○
宝
針
の
反
捕
物
帳

声

－

■

　

　

　

　

　

　

　

・

1

■

　

■

泡
坂
　
署
夫

〇
四
十
七
人
目
の
浪
士池
宮
彰
一
郎

〇
一
瞬
の
太
刀
　
　
津
本
　
　
陽

○
路
地
裏
人
情
　
　
池
波
正
太
郎

○
死
体
農
場
　
パ
ト
リ
シ
ア
ユ
丁
ン
ウ
エ
ル

（
エ
ッ
セ
イ
）

○
人
生
学
校
　
　
　
宇
野
　
千
代

○
生
き
る
ヒ
ン
ト
　
（
1
・
2
）

五
木
　
寛
之

○
ご
ち
そ
う
さ
ま
の
一
年

牧
　
　
羊
子

○
夫
・
開
高
健
が
の
こ
し
た
櫻

牧
　
　
羊
子

○
ト
イ
レ
は
小
説
よ
り
奇
を
り

酒
井
　
順
子

書
（
社
会
・
政
治
）

○
宗
教
の
選
択
　
　
大
川
　
隆
法

○
出
雲
発
日
本
の
選
択岩
国
　
哲
人

（
雑
　
　
　
学
）

○
平
成
駅
弁
食
べ
ま
く
り

林
　
　
順
信

〇
一
万
円
の
温
泉
宿
二
百
選

野
口
　
悦
男

今
月
の
お
す
す
め

○
愛
死
　
　
　
　
　
瀬
戸
内
寂
聴

そ
の
病
は
　
『
愛
の
踏
絵
』
若
き

恋
人
の
心
が
試
さ
れ
、
夫
婦
の
杵

が
問
わ
れ
る
。
エ
イ
ズ
を
テ
ー
マ

に
人
生
を
見
つ
め
た
話
題
作
。

〇
五
冊
の
母
子
手
帳

田
中
奈
都
子

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
五
つ
の
個
性
。

汗
と
涙
と
笑
い
の
子
育
て
戦
争
。

そ
し
て
、
限
り
な
い
家
族
愛
。

田
中
さ
ん
家
の
五
つ
子
ち
ゃ
ん

の
愛
と
感
動
の
記
録
。

○
日
本
の
朝
ご
は
ん
r
　
カ
、
さ

向
笠
千
恵
子

北
か
ら
南
か
ら
さ
わ
や
か
を
朝

を
彩
る
食
卓
を
描
く
、
日
本
列
島

食
文
化
紀
行
。
「
さ
あ
、
美
味
し

い
一
日
の
は
じ
ま
り
だ
！
」
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●7月は

愛の血液助け合い運動

・8月25日、10月24日、12月5日

の3か日間は成分献血

・9月12日、3月26日は全血献血

が行われます。

調理師試験

⑳

㊨

■受験資格

次のいずれかに該当する方で調

理師施行規則第4条に規定する

施設または営業において2年以

上調理の業務に従業した方。

①学校教育法第47条に規定する方。

②旧国民学校令による国民学校の

高等科を修了した方。

③旧中等学校令による中等学校の

2年の課程を終わった方。

④調理師法施行規則附則第3項各

号のいずれかに該当する万。

■試験日

平成7年9日8日（劉午前8時50

分から正午まで

■試験場所

米子市椛町一丁目160

西部総合事務所・講堂

■試験科目

・衛生法規・公衆衛生学・栄養学

・食品学・食品衛生学・調理理論

■受験手続

・書類提出先

根雨保健所（江府町に住所のあ

る方の場合）

・提出期限

平成7年7月17日（月）」7月21日

（劫（郵送の場合は7月21日まで

の消印のあるものまで有効です）

・受験手数料

5，900円

7月14日　～　7月23日

州FO良川AT10吋l

お知らせ
ほほ0胤帆AT10M

■合格発表日

9月末に根雨保健所に氏名と受

験番号を掲示します。

■お問い合わせ先

根雨保健所または県庁健康対策

課にお問い合わせください。

自衛官募集

t募集種目〔2等陸・海・空士（男・女）〕

・資格

18歳以上～27歳未満

・受付期間

平成7年9日5日～22日

・試験日

平成7年9月26日～27日

・採用

平成8年3月下旬～4月上旬

●募集種目〔一般曹候補学生・曹

候補士（男・女））

・資格

高校卒業見込～21歳未満

・受付期間

平成7年8月1日～9月8日

・試験日

平成7年9月17日

（10日間）

・採用

平成8年3日下旬～4月上旬

【体遇】

・給与

初任給157，000円（6カ月～

9カ月後昇給：171，600円）

・技術

車両、航空機、船舶、医療機関

などに関わる各種国家免許を取

得する機会があります。

戦没者等の遺族の方へ

特別弔慰金が支給
戦没者の遺族の方で、次の要件

を満たす方に、第6回特別弔慰金

が支給されます。

■対象者

戦没者等の遺族（子、父母、孫、

祖父母、兄弟姉妹、三親等内親

族）のうち、平成7年4月1日

において当該戦没者にかかる公

務扶助料、遺族年金等の受給者

がいをい方。

なお、遺族の範囲は支給順位

によります。

●支給内容

額面40万円、10年償還、無利子

の国債

』請求期間

平成10年3月31日まで

｛お問い合わせ先

請求手続をど詳しくは役場福祉

保健課町民係または県庁長寿社

会課援護係（℡0857－26－7145）に

お問い合わせください。

（18）
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‾濫監＿
＝溝口警察署からお願い＝

最近、不法に入国して働いてい

る外国人が増えており、地方でも

その例外ではありません。

その背景には、悪質をフ’ローカ

ーや事業主によって、外国人に過

酷を労働をさせている場合があり、

外匡1人労働者保護の仁でも大いに

問題になっています。

そこで、外国人の就労について

は次のことに留意して雇用してく

ださい。

■留意点

・まず、適法に働くことができる

外国人かどうか、旅券、就労資

格証明書（希望する外国人に交

付されたもの）など、在留資格・

期間を確認するようにしてくだ

さい。

※雇用主がこの留意点を守らず、

就労させると「不法就労肋長罪」

で処罰されます。

空去己讐読手
夏を迎えて、家族で友達で花火

を楽しむ機会も増えてきます。

そこで、次のことに気をつけて

花火をしましょう。

■花火に書いてある遊び方をよく

読んで必ず守りましょう。

■花火を人や家に向けたり、燃え

やすいもののある場所で遊んだ

りしないようにしましょう。

また、衣服に火がつかないよ

うに注意しましょう。

行事奉れこれ7月

1風の強いときは、花火遊びはや

めましょう。

■花火をする時はバケツなどに水

を用意し、遊んだあとは、あと

かたすけを必ずするようにしま

しょう。

■たくさんの花火に、一度に火を

つけないようにしましょう。

■吹出し、打ち上げなどの筒もの

花火は、途中で火が消えても筒

をのぞいては絶対にいけません。

（点火する時も筒先に顔や手を

出さないこと）

讐芸去‡云］⑳
更生保護事業にご協力をいただ

いている保護司㌔に、6月1日付

けで、新たに藤原敏江㌔（池の内）

と古川活弘㌔（新一）のおふたりが

法務大臣から委嘱されましたので

ご紹介します。

・野口　是　　・藤原敏江

・芦立守正　　・古川活弘

・浦部　健　　　　　（敬称略）

日　 付 行　 事　 予　 定 日　 付 行　 事　 予　 定

7／17桐）
本町5丁目行政座談会

24（月）
全国山村振興総会（三朝）

1机
中四国自然休養村役員会及び総会

2醐
不要犬引取日

1鋤 や 2鋤や
N T T利用懇談会

2㈱ 明徳学園 2 7㈹ 山陰少年テニス大会（中学校の部）
交通安全街頭指導 郡内農業委員会ソフトボール大会

2 1（劉 山陰少年テニス大会（小学校の部）
乗尾行政座談会

2噛

2出 2拙
船谷川清掃

2課目）
参議院議員選挙投棄日 3α日）

洲河崎行政座談会

（1切　　夏の交通安全県民運動一交通安全あなたも参加私も実践－

●
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5月届

お誕生おめでとう

町青年団で
局毎守軸守
や沙留⑮≧

発
行
・
江
府
町
役
場

専
断
0
6
8
8
沼
が
）
摘
細
増
膵
用
相
律
拍
需
招
約
9
5

⑳

編
集
・
総
務
課
　
　
印
刷
・
富
士
印
刷

）
優
何
は
穂
威

名
　
ル
奈
ゆ
優

氏

代

垣

峯

（

三

下

小

耐

用

用

崎河

唯

美

美

洲

（保護者）

信行

邦弘

建生

ご結婚おめでとう

川上　英樹

小松　洋子

八田　尚幸

安田　陽子

木村　勝美

清水　史恵

多久和公仁

北村　時和

森　奈緒規

河上みゆき

）

）

）

）

）

美用

西伯郡西伯町から

山形県長井市

大河原から

大阪府八尾市

吉原から

島根県松江市から

助澤

香川県綾歌郡綾歌町

江尾から

ご冥福を祈ります

（住所）（氏　名）（年齢）（世帯主）

下蚊屋　小椋よしよ　94歳　善美

武　庫　梅林　キミ　83歳　力水

本　二　田中　包代　83歳　繁詮

本　四　住田ひさよ　99歳　本人

尾上原　宮本しずよ　91歳　高義

新　二　徳岡　久義　75歳　本人

白　住　宇田　治枝　78歳　本人

楽しくやってます

あなたもどうぞ．（／

江府町役場勤務宇田川　　晃さん（25歳）

＿●、

＊どんな仕事をやっていますか？

農林振興課で林業の担当をして

います。

＊趣味は？

学生時代から車のことを勉強し

ていたので車が大好きですね。ド

ライブをんか、いいですね。

＊今、やっていることは？

町青年団の事務局長をやってい

ます。毎週木曜日の午後8時から町

民総合体育館横の青年の家（門毯

舎）に集まって、ワイワイガヤガ

．＿．適㌦．‥－
ヤやっています。ぜひ来てみてく

ださい。

＊好きな女性のタイプは？

料理の上手を人ですか。特に、

幸い物が好きをので鳥の足に唐が

らしをまぶして焼いたものをんか

最高。だれか、いませんかね。

＊行ってみたいところは？やって

みたいことは？

ドイツかなあ。腹いっぱいビー

ルを飲みたいですね。やってみた

いことは…減量ですね。

ん
ば
の
よ
う
に
ど
ろ
ど
ろ
状
態
で

転
倒
す
る
選
手
が
相
次
い
だ
。
ホ

ー
ス
を
巻
く
に
も
、
水
を
た
っ
ぷ

り
含
ん
だ
ホ
ー
ス
の
重
さ
は
通
常

の
倍
近
く
に
な
る
の
で
収
納
に
時

間
も
か
か
る
。
一
眉
に
担
ぐ
と
ホ
ー

ス
の
す
き
間
か
ら
黒
い
泥
水
が
落

ち
る
。
選
手
た
ち
の
服
は
雨
と
泥

水
そ
し
て
汗
で
ベ
ト
ベ
ト
だ
。

▼
し
か
し
、
火
災
は
、
雨
が
降
ろ

う
と
雪
が
降
ろ
う
と
、
真
夜
中
で

あ
ろ
う
と
昼
間
で
あ
ろ
う
と
待
っ

て
は
く
れ
な
い
。
「
操
法
の
た
め

の
操
法
は
必
要
を
い
。
常
に
、
火

を
消
す
ぞ
と
い
う
気
晩
を
忘
れ
る

を
／
」
　
と
先
輩
た
ち
の
弁
。

悪
条
件
の
を
か
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
メ
ン
バ

ー
の
泥
だ
ら
け
の
姿
、
そ
の
懸
命

さ
は
、
ど
ん
な
花
よ
り
き
れ
い
で

輝
い
て
い
た
。

次
は
県
大
会
。
今
度
は
ベ
ス
ト

を
条
件
で
、
つ
き
ぬ
け
る
夏
空
の
も

と
で
、
力
い
っ
ぱ
い
の
操
法
を
や

り
ぬ
い
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

コ
コ

▼
大
雨
の
な
か
の

操
法
大
会
。
会
場

と
在
っ
た
県
消
防

学
校
（
米
子
市
）
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
田

世帯数1，256世帯（＋1）人口4，511人ト15）男2，146人ト3）女2，365人（－12）（）は前月比　6月未　冊
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